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研究成果の概要（和文）：カフェ型ヘルスコミュニケーションの参加者にどのような学習プロセスが起きているか探索
した。カフェ参加者189名の事後アンケート記述の質的分析から「視座の変容」や「自己省察」など変容的学習に関す
る概念が抽出された。その結果をもとに、変容的学習等の概念に関する計72項目からなる質問紙を作成しウェブ調査を
行い、共分散構造分析によって分析した。141名のデータから（有効解答率39.5%）、対話において「多様な価値観と遭
遇」したり「当事者のナラティブ」を聴くことで参加者に「自己省察」や「パースペクティブ変容」などの変容的学習
が起きていた。その結果、専門職の「患者・利用者への意識変容」などにつながっていた。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to explore the process of learning in participants of 
Cafe-style health communication in the light of transformative learning. The preliminary qualitative 
analysis revealed that participants experienced “perspective transformation”, “self reflection”, etc. 
Based on the results, we conducted a psychometric analysis of a web-based questionnaire consisting of 72 
items for participants of Cafe-style health communication, and studied the relationships between 
concepts. The questionnaire response rate was 39.5% (141/357). Structural equation modeling (SEM) 
analysis revealed that transformative learning had occurred. “Perspective transformation” was related 
to “understanding of others”. In health professionals, it was related to “consciousness transformation 
about patients and clients.” On the other hand, “formative learning” was related to “improvement of 
communicative and critical health literacy” in citizens and patients.

研究分野：ヘルスコミュニケーション

キーワード： カフェ型ヘルスコミュニケーション　ワールドカフェ　共分散構造分析　変容的学習

  １版



１．研究開始当初の背景 
	
 近年、理想的な医療の提供やヘルスプロモ
ーションにおいて、コミュニケーションの方
法論がますます重要視されており、そのよう
な健康や医療に関する医療提供者と医療消
費者間でやりとりされるコミュニケーショ
ンは、総じて「ヘルスコミュニケーション」
と呼ばれている。しかしながら、医療機関に
おけるヘルスコミュニケーションには、時間
の制約、通常とは異なる制度的会話、情報・
立場の非対称性などさまざまな限界がある。
このようなヘルスコミュニケーションにお
ける課題を解決する一つの選択肢として、ワ
ールドカフェのような「カフェ型」の対話的
アプローチによるヘルスコミュニケーショ
ン活動がある。小グループでの対話のデザイ
ンを組み込んだカフェ形式での健康や医療
に関するコミュニケーション活動を、ここで
は「カフェ型ヘルスコミュニケーション」と
呼ぶ[1]。 
	
 研究者は、2010 年 8 月より医療や健康を
めぐる話題について市民・患者と医療・介
護・福祉系専門職がともに参加して対話を行
い、互いに学び合うカフェ型ヘルスコミュニ
ケーション活動「みんくるカフェ」を行って
いる。カフェ型の対話的アプローチは、参加
者全員での自由で主体的な対話が行われる
こと、専門家と非専門家や異なる職種間など
越境的な参加者の間でも対話が可能になる
こと、などを特徴とする。しかしながら、こ
うしたカフェ型の対話的アプローチが参加
した個人にどのような効果を及ぼすのか、そ
の効果を検証した報告は少ない。 
 
２．研究の目的 
	
 本研究では、カフェ型ヘルスコミュニケー
ションに参加した市民・患者および医療系専
門職においてどのような学習プロセスが起
きているのか、また学習効果との関連を探る
ことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
	
 2011 年 10 月〜2013 年 5 月に東京都内に
て実施した計 12 回の「みんくるカフェ」参
加者のアンケートをもとに、参加者の学びに
関する記述の質的分析を行った。アンケート
は毎回カフェ終了時に行われたもので、記名
の有無は自由とした。対象者はのべ 189名で
あった。 
	
 また変容的学習の枠組みにそった計 72 項
目の質問紙を作成し、2010年 8月より 2013
年 9月まで開催した「みんくるカフェ」関連
企画、計 33 回の参加者 357 名にウェブアン
ケート調査をメールにて回答を依頼した。統
計解析ソフト SPSS 22.0, Amos 22.0を使用
し、変容的学習に関する質問項目に関して、
探索的因子分析を行った。また共分散構造分
析によって概念間の関連を検討した。本研究
は、聖路加国際大学倫理審査委員会の承認
（承認番号 13-058）を得て行った。 

 
４．研究成果 
	
 189 名の事後アンケート記述から、学びに
関する自由記述の質的分析を行い、カテゴリ
ーを抽出した。参加者の内訳は、医療系専門
職が 93名（49.2%）で、市民・患者が 96名
（50.8%）であった。医療系専門職と市民・
患者に共通する学びとして、「視座の変容」
「自己省察」「多様な価値観との遭遇」「当事
者のナラティブ」「越境的対話の意義」「テー
マに関する洞察」「行動への動機づけ」のカ
テゴリーが抽出された（表 1, 表 2）。カフェ
型ヘルスコミュニケーションにおいて変容
的学習のプロセスが起きうることが示唆さ
れた。 
 
	
 表 1. 医療系専門職の学び（質的分析） 

 
	
 表 2. 市民・患者の学び（質的分析） 



	
 357 名に依頼したウェブ調査では、医療系
専門職と市民・患者を含む 141名より回答を
得（有効回答率 39.5%）、変容的学習に関連
する概念を共分散構造分析によって分析し
た。統合モデルの分析によって、対話におい
て「多様な価値観と遭遇」したり「当事者の
ナラティブ」を聴くことで、参加者には「自
己省察」や「パースペクティブ変容」などの
変容的学習が起きていた（適合度指標：
GFI= .794、AGFI= .756、CFI= .927、
RMSEA= .058）（図 1）。変容的学習プロセス
は、直接「パースペクティブ変容」に至るパ
スと、「自己省察」から「混乱的ジレンマ」
を経て「パースペクティブ変容」に至るパス
が認められた。変容的学習の帰結として、立
場の異なる「他者への理解」や、専門職の「患
者・利用者への意識変容」が起きていた。ま
た市民・患者においては主に「形成的学習」
により「伝達的・批判的ヘルスリテラシーの
向上」が起きていた。 

 
	
 
	
 
	
 

	
 
	
 

	
 
	
 
	
 
	
 

図 1.	
 カフェ型ヘルスコミュニケーションにおける	
 

	
 	
 	
 	
 参加者の学習プロセス	
 

	
 
	
 カフェ型ヘルスコミュニケーションにお
いて、多様な価値観と遭遇したり当事者のナ
ラティブを聴いたりすることで、参加者には
「変容的学習」が起きており、その帰結とし
て、立場の異なる他者への理解や、専門職の
患者・利用者に対する意識変容が起きている
こと、また市民・患者においては主に「形成
的学習」により伝達的・批判的ヘルスリテラ
シーが向上していることが明らかとなった。
市民・患者と医療系専門職の双方に変容的学
習および相互理解を促すことができる場と
して、カフェ型ヘルスコミュニケーションが
今後さらに普及することを期待したい。	
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